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お知 らせ・ おねが い

1。 受付にて名札をお受けとり下さい。大会参加費未納の方は
2,000円 をお納め

下さい。懇親会費は 3,000円 です。

2.お荷物は所定のクロークを御利用下さい。

3。 受付に学会本部が出張しておりますので,学会費未納の方はお納め下さ
い。

4.発表の 1。 2。 番前にはその部会々場へおいで下さい。

5。 研究発表は 1人15分 ,質問時間は 5分 となっております。発表時間
の厳守を

お願い致 します。

6。 研究発表のレジュメ (1,600字程度 )を部会責任者にお渡 し下さ
い。

(10月 11日 午後 5時半締切。以後は一切受けつけませんので御注意下
さい。)



程日

10月 9日 (金 )

公開講演会  (大学会館ホール ) 14:00^V16:30

祭 と生 と死 と 柳 り|1啓 一 氏 (東京大学教授 )

宗教における言語の問題

一 とくにマイスター ●エックハル トの場合 ―

上 田 閑 照 氏 (京都大学教授 )

大学会館 第二会議室 )   12:00～ 14:00
同   上   )  17:00～ 19:00

大学会館 レストラン●プラザ小食堂 )

＜

　

＜

　

＜

学会賞選考委員会

理 事 会

編集委員会

10月 10日 (土 )

開 会 式

研 究 発 表

評議員選考委員会

評 議 員 会

研 究 発 表

記 念 撮 影

総   会
懇 親 会

10月 11日 (日 )

研 究 発 表

研 究 発 表

特 別 講 演 :ア メリ

(第一学群 D一

(第一学群 B,

(第一学群 C一

(第二学群 D―

(第一学群 B,

(大学会館前広場

(第一学群 D―

(第一学群 食堂

204講義室 )

C棟 )

303会議室 )

204講義室 )

C棟 )

)

17:00^V19:00

9:30^V10:00

10:00^V12:00

10:00^V

12:00^v13:00

13:00^V14:30

14:30

204講義室 ) 15:00～ 17:00

)             17:00^V19:00

(第 一学群  B,C棟 )

(  同   上  )
力宗教社会学理論の展開

トーマス ●ギ ャノン氏 (ロ

(I C 406講 義室 )

(第一学群 B,C棟 )

9:30^V12:10

13:00^V17:00

ヨラ大学 )

13:00^V14:00

17:00^V17:30閉 会  式
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第 1部会 (l C 310講義室 )

10月 10日 (土)  午前 (10:00～ 12:00)

赤岩 栄における周縁性

メソディズムにおける権威構造

英国革命期の民衆運動の聖霊主義

現代カリスマ革新運動と「人間らしさ」の回復

クーマラスワミイとラーダークリシュナンの思想の比較研究

忠魂碑の宗教的性格について

10月 10日 (土)  午後 (13:00～ 14:30)

世俗と世俗化

解脱会の思想と行動

「解脱会 0御五法修業」の心的メカニズム

宗教と経済倫理

10月 11日 (日 ) 午前 (9:30～ 12:10)

良心的兵役拒否と信教の自由

霊友会系諸教団の発生に関する一考察

「宗教と共同体Jに関する一考察

E.H.エ リクソンにおける宗教的なもの

宗教における身体の問題

石橋智信の宗教学説

追悼と慰霊の間

経典真偽と信仰真偽

10月 11日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

言語ゲームと宗教

トーテミズム論の二形態

人として苦しむ神

巫者と教祖の間

コムニタス論の一考察

宗教集団類型論について

社会生物学と宗教

ヴィトゲンシュタインと宗教のことば

苦難の弁明論の諸問題

宗教現象学の方法

方円の象徴性をめぐって

佐々木

山 中

木 田

馬 場

葛 西

村 上

高 田

宮 家

河 東

芹 川

中 野

白 木

ヤン・ スィ

西 垣

田 中

田 丸

佐 木

楠

都 (筑 波 大 )

弘 (筑 波 大 )

理 文 (慶   大 )

俊 彦 (名 城 大 )

実 (I・ C・ U。 )

重 良 (慶   大 )

信 良 (龍   大 )

準 (慶   大 )

仁 (東   大 )

博 通 (淑 徳 短 大 )

毅 (筑 波 大 )

寛 子

ンゲドー(南 山 大 )

二 一 (聖 和 大 )

英 三 (静   大 )

徳 善 (東   大 )

秋 夫(宗教羞会研)
正 弘 (東 北 大 )

啓 慈 (筑 波 大 )

和 子 (東 北 大 )

碧 (東   大 )

邦 光 (東 北 大 )

良 正 (弘   大 )

憲 昭 (愛知学院大 )

茂 (明 学 大 )

啓 允 (慶   大 )

昭 (和 歌 山 大 )

知 巳 (早   大 )

泰 博 (図 情 大 )

川

重

桁

村

上

池

口

瀬

田

越

野

星

国

井

川

池

赤

谷

間

池

堀

小

一-4-一



10月 10日 (土) 午前 (10:00～ 12:00)
10エ ックハル トとトマスに於けるエッセの問題

2.マイスタT● エックハルトに於ける「闇」のメタファーについて
3.ヘ ーゲルの具体的普遍と西田の場所

4。 後期西田哲学と久松真一の哲学・宗教をめぐって

5.西田哲学における「時と永遠」
6.テ ィリッヒにおける科学と宗教

10月 10日 (土)  午後 (13:00～ 14:30)
1.ル ドルフ・オットーにおける比較思想の問題
2.ヵ ントの神とヘーゲル哲学

3.キ ルケゴールにおける自己の構造について

4.宗教における根源的経験の意味

10月 H日 (日 ) 午前 (9:30～ 12:10)
1。 フッサールにおける反省の問題

2.テ ンブルックのヴェーバー解釈の問題点

3.ドィッ啓蒙思想の展望

4.J.J.ルソー :社会契約の宗教的構造
5.母性我について

6.ロ ジャー・ ゥィリアムズの教会観

7.出逢いについて

8.自 然について

10月 H日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)
1・ ソクラテス宗教性の「新しさ」について

2.シ ュライエルマッハーとティリッヒ

3。 シェリングにおける悪論の展開について

4。 D.ヒ ュームにおける人型神観と不可知論
5。 古代ギ リシアの宗教に関する一考察

6.ヒ ュームにおける道徳と宗教

7.ス ピノザ「エチカ」における一元論的性格
8。 初期ヘーゲルにおける「生」の概念

9・ ハイデッガーにおける「無」

10 スピノザ「短論文」における神

11.創造観の生成試論

第 2部会 (:C305講義室 )

保

芳

諸

酒

神

村

安

ノ`

松

笠

/Jヽ

吉 田 喜久子 (京   大 )

田 島 照 久 (明 星 大 )

高 坂 史 朗 (関西学院大 )

海 辺 忠 治 (相 愛 女 大 )

遠 山 諦 虔 (日  大 )

峰 島 旭 雄 (早  大 )

坂 本   弘 (光 華 女 大 )

鐙 本 光 信

北 田 勝 巳(大阪電通大 )

玉 城 康四郎 (日   大 )

気 多 雅 子 (京  大 )

高 野 晃 兆 (大阪府工専 )

玉 井   実 (東京工芸大 )

和 田 俊 昭

大 越 愛 子 (京 産 大 )

小笠原 政 敏 (東北学院大 )

土 井 道 子

大 屋 憲 二 (大 谷 大 )

坂 幸 博 (東 海 大)

賀 直 哉

岡 道比古 (東 北 大 )

井 サヤカ (日 本歯科大)

原 和 子 (東京工芸大)

野 宣 男 (文教
套短英

)

中 隆 徳 (早   大)

田 隆 司 (早   大)

丸 壽 雄 (バ ーゼル大)

井   貞 (群   大)

山 宙 丸 (早   大)
一-5-―



第 3部会 (:C306講義室 )

10月 10日 (土)  午前 (10:00～ 12:00)

1。 ユダヤ教安息日について

2.教父のグノーシス批判について

3.イ ンダス文明の印章模様について

4.バ ビロニアに於ける呪術・宗教・科学

5。 初期キリス ト教会形成の心情と論理

6.異言者のライフ・ ヒストリーと異言発話

10月 10日 (土)  午後 (13:00～ 14:30)

1.ア ウグスティヌスにおける神の予知と自由意志

2。 明治初期の神戸プロテスタント伝道

3。 「ガラテア人への手紙」における霊的な人々について

4.バル トにおける神の存在証明

10月 H日 (日 )  午前 (9:30～ 12:10)

1。 キルケゴールのヘーゲル理解

2。 明治中期のカ トリック農民布教    
′

3。 聖書の贖罪精神と宗教融合の接点にみられる問題点

4.M。 ルターにおける罪と信仰の関係

5。 キルケゴールの思想におけるソクラテス像の役割について

6.キルケゴールの「単独者」の概念

7.「終末論的否と絶対無」

8.ク ザーヌスにおける≪Creator≫ について

10月 11日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

1.グイエのパスカル解釈

2.ルサンチマンの精神史

3.関わりの「究極性」とダイナミズム

4。 シュライエルマッハーにおける宗教的実在

5.失楽園伝承と王権批判

6.平和を求める宗教運動

7。 ア トス山憲章について

8。 トルス トイにおける神

市 川

岡 本

今 西

月 本

土 屋

田 中

/1ヽ

茂

阿

大

裕 (東

修 (大

吉 (北

男 (立

博 (北

実 (御

治 (早   大 )

樹 (梅 花 短 大 )

包 (北   大 )

男 (広 工 大 )

正

教

影

順
　
昭

康
　
義
　
　
　
末

阪
　
　
　
部
　
島

大 )

大 )

大 )

大 )

大 )

高 )

倉

青

木

加

遠

谷

山

酒

内 利 美 (

山   玄 (

原 範 泰 (

藤 智 見 (

藤 利 国 (

口 龍 男 (

本   和 (

井 紀 幸 (

筑 波 大 )

南 山 大 )

近   大 )

東京工芸大 )

早   大 )

早   大 )
茨城キ
装秩P

早   大 )

宮 永   泉 (大 谷 大 )

小笠原 由紀夫 (東 北 大 )

菊 地   順 (東 北 大 )

築 山 修 道 (大 谷 大 )

山 我 哲 雄 (早  大 )

石 神 武 信

清 水   澄 (仏 教 大 )

久 我 光 雲 (法 政 大 )

―-6-一



10月 10日 (土) 午前 (10:00～ 12:00)

udanavargaの 梵文註釈書

初期仏教に於ける我

業と縁起

古代北インドの釈迦信仰

シュエジン派の成立

スリ0ラ ンカにおける仏教と民間信仰

10月 10日 (土) 午後 (13:00～ 14:30)

南方仏教における潜在意識

IIn伽論義演と喩伽論分門記の科段について

ヨーガ・ スー トラにおける英知の意味

日本とインドに伝えられた施設足論の原典について

10月 H日 (日 ) 午前 (9:30～ 12:10)

「十不二門橿要」について

二十五三昧会の一考察

十大受の意義

那 羅 延 天

湿槃経の大乗行修について

小品系般若経の経典構成概観

般若経に於ける般若波羅蜜多

幻有と仮有

10月 H日 (日 )  午後 (13:00～ 17:00)

『善見律毘婆沙』の浄人の訳語

僧肇作と伝わる阿弥陀経義疏について

機

法蔵の如来蔵思想

「無我愛」批判の所論について

他学派文献にみられるサーンキヤ思想

鴨類を祖神・創造神と信仰する原始世界宗教が発見された

bhakti について

隆聞法師碑における一,二の問題

本願の研究序説

大乗経典における仏伝的投映について

第 4部会 (l B 202講義室 )

大

新

水

坂

河

原

真

村

哉

二

由

恒

應

壮

田

池

工

松

生

高

相
　
士
口
　
樫
　
松

端 哲

山 賢

藤 道

村

野 善

橋

大 谷 大 )

大 谷 大 )

駒   大 )

昌品 吏
)

名 城 大 )

行 (大 谷 大 )

興 (愛知学院大 )

覚 (阪   大 )

信 (大 谷 大 )

典(見 T讐 )

夫 (大 正 大 )

誠(昌鵡 吏)
雄

照 (東 洋 大 )

裕 (大 正 大 )

海 (大 正 大 )

生 (大 正 大 )

道 (駒   大 )

慈 (大 正 大 )

義 (大 谷 大 )

誠練 都文教短ガ

常 (日   大 )

淳 (京 産 大 )

成 (尋
鴨夢 笑

)

誠 (愛知学院大 )

哉 (大 正 大 )

策 錬京仏教学的

契 (北陸学院大 )

原 信

田 道

尾 慈

田 和

松 博

井 俊

尾 現

内 龍

村 孝

龍
　
祐

野
　
中

１
。

２

．

３

．

４

．

５

．

６
．

７
．

８

。

９
．

１０

。

１１

。

松 田

小 沢

大 城

石 橋

三 宅

茂 木

房 内

中 祖

金 子

五十嵐

橋 本

真

勇

邦

真

守

秀

幸

寛

大

芳

一-7-一



第 5部会 (lB

10月 10日 (土)  午前 (10100～ 12:00)

巴利九註の展開とその思想系統 (そ の一)

Samudttaraに ついて

阿毘曇心論について

伊字三点と av五血 h置m信仰の研究

真言密教における一法界と多法界

懺悔道と浄土真宗

10月 10日 (土)  午後 (13:00～ 14:30)

最澄門下の思想

法蔵菩薩論

日本中世仏教の見方について

「洞上祖憲録」について

10月 11日 (日 )  午前 (9:30～ 12:10)

禅経に関する一,二 の問題について

空海のシンポリズムについての一考察

禅宗儀礼にみる儀礼執行者の矛盾

南都浄土教における三時思想について

親鸞における往生の思想

親鸞における自然について

井上円了の純正哲学批判

特殊念仏結社の説教と絵解

10月 11日 (日 )  午後 (13:00～ 17:00)

1.念仏思想における個と社会

2.「親鸞」という名告りの教示

30隔夜の念仏

4・ 中世曹洞禅における公案の性格

50心地覚心「念起即覚」の語をめぐって

60仏教と創世の概念

7・ 縁起説に於ける相依性の問題

203講義室 )

木

村

谷

藤

山

辺

勝

芳

智

斎

栗

田

１
．

２
。

３
。

４
．

５
．

６
。

太 一 (仏 教 大 )

博 実 (龍 _∫ _人_)

公 和 (大 谷 大 )

彦 松 (梵字資料研 )

秀 純 (大 正 大 )

正 英 (富 山医薬大 )

由 木

飯 山

木 村

長谷部

義 文 (慶   大 )

等 (大 谷 大 )

孝(昌品 吏)
瞑 (愛知学院大 )

景 章 (駒   大 )

高 志 (東   大 )

東 禅管 洞宗教化研)

雅 翁 (大 正 大 )

俊 昭 (大 谷 大 )

真 雄 (大 谷 大 )

貫 三 (東 洋 大 )

武 (大 谷 大 )

清

　

幽

石

本

野

上

川

田

佐

地

仙

松

中

坂

寺

和

岩

菊

秦

経 隆

根 井

原 田

岡 本

ヤン・ヴァン・

武 内

治 人 (大 谷 大 )

優 (大 谷 大 )

浄 (大 谷 大 )

弘 道 (駒   大 )

真 雄 (大 正 大 )

ブラフト(南 山 大 )

義 範 (愛知学院大 )
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第 6部会 (:B209講義室 )

10月 10日 (土)  午前 (10:00～ 12:00)

1。 大雄山最乗寺における講の一考察

2.大雄山最乗寺における宗教的形態について

30「正法眼蔵随聞記」の性格と成立についての一考察

4・ 聖徳太子の思想

50日 蓮の宗教における信

60ス レーシュヴァラの知行併合説批判

10月 10日 (土)  午後 (13:00～ 14:00)

日本山妙法寺の平和運動

山崎弁栄の思想

進歩の原理と和の原理

親鸞の救済観の意義

10月 H日 (日 )  午前 (9:30～ 12:10)

南斉文恵太子の仏教信仰

高像伝にみる道教的要素

恵能と神秀の伝法侶に関する一考察

中国八関斉会初探

古代中国における宗教思想発生の要因

唯識の観法にみる此土浄土

中国における羅漢信仰

「更生論」と孫盛の論難

10月 H日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

千観の事績について

事相に於いて,白描 (図)画 とは如何なるものか

無 中 有 論

吉蔵著書中に見られる無心について

中世曹洞宗における切紙の発生について

近代仏教における新信仰形成の歴史的意義

大日本仏教済世軍の性格

ビルマのパ リッタ儀礼について

安房延命寺の地獄絵について

Arhat(阿羅漢)考

１
．

２
。

３
．

４
．

５
。

６
。

７
．

８
．

９
。

１０
。

隆

正

悦

一

宝

紹

岡

辺

藤

月

辺

野

山

渡

佐

望

渡

日

教
　
並
い　
義
　
充

中 濃

藤 吉

雲 藤

石 田

晃 (世 田 谷 高 )

英 (駒 大 高 )

成 (愛知学院大 )

憲 (仏 教 研 )

陽 (立 正 大 )

運 (名 城 大 )

篤 個蓮宗現宗研)

海 (花 園 大 )

道 (武蔵野女大 )

之 (龍   大 )

早

智

孝

行

雄

介

園

秀

肇

腱

俊

孝

徳

圭

晃

良

日

林

嶋

道

原

田

端

内

春

小

長

里

栗

上

道

竹

弘

清

昭

良

力

英

健

一

長

宥

良

地

村

谷

川

田

井

山

池

坂

奈

横

川

栗

石

池

藤

片

小

宮

国会図書館 )

東 洋 大 )

大東文化大 )

龍   大 )

大 )

元 (日   大 )

恵

光

道 (駒   大 )

山 (駒   大 )

俊 G邑りll大女短カ

志 (東   大 )

良 (駒   大 )

之 (東京学芸大 )

幹 (名   大 )
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第 7部会 (l B 208講義室 )

10月 10日 (土)  午前 (10:00～ 12:00)

宗教生活史の深層分析

遠州大念仏

近世における仏教宗団の民衆教化運動
の一研究

インド仏教最後の拠点ヴィクラマシラ
ー現状報告

月山の補陀落信仰について

石垣島在住華人の土地神信仰

10月 10日 (土) 午後 (13:00～ 14:00)

メキシコ・ウイチヨ
~ル族の祭儀

ァタシクコノカミとホ トケ

ー山村における薬師信仰の変遷

4。 「民俗宗教」の領域

10月 11日 (日 )  午前 (9:30～ 12:10)

1.「義民」崇拝の一事例

2。 木曽御嶽における「御座」の一形態

「もり供養」の構造

世界観と宗教芸術

「もの」の供養について

対馬・木坂の祭杞と村落空間

「稲荷信仰」の習合性

日本近代公教育制度の確立と教導職

10月 11日 (日 )  午後 (13:00～ 17:00)

民間宗教者の階層

アジアにおける神仏習合の位置

病気治しの神ではないぞよ

都市化と祭の創出

蛇神の諸相

アイヌ人のツス

富士谷御杖の言霊論

「花祭り」試論

三島由紀夫と天人五衰思想

「神」から「翁」ヘ

童占し信仰

白

河

川

頼

月

窪

１

。

２

。

３

。

４
．

５

．

６
．

　

１

。

２

。

３
。

安

中

藤

桜

り|1琢 磨 (慶   大 )

野   潤 (大 正 大 )

添   崇 (大 正 大 )

富 本 宏 (種 智 院 大 )

光 善 弘 (山形女短大 )

徳 忠 (二松学舎大 )

元 正 也 (有 明 高 専 )

村 生 雄

井 正 雄 (大 正 大 )

井 徳太郎 (駒   大 )

勝 (米沢女短大 )

清 (麗 沢 大 )

弓(東 北 大 )

治 (大 正 大 )

樹 (天′理 大 )

崇(東 工 ,大 )

渉 (宮城学院女ガ

孝 (IO C・ UO)

３
。

４

。

５
．

６

．

７

。

渡 辺 喜

菅 原 寿

鈴 木 岩

山ノ井 大

山 本 春

鈴 木 正

高 橋

山 口 和
8。

1.

2.

3.

4.

5。

6.

7.

8。

9。

10.

11。

福 島 邦 夫 (慶  大 )

林     淳 (東   大 )

島 田 裕 巳(東  大 )

宇 野 正 人 (国 学 院 大 )

佐久間 光 昭

管 井 大 果 (立 命 館 大 )

鎌 田 東 二 (国 学 院 大 )

春日井 真 英 (愛知学院大 )

椿     実 (竹 早 高 )

山 折 哲 雄 (東 北 大 )

佐々木 宏 幹 (駒   大 )
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1.

2。

3.

4.

5.

6。

第 8部会 (:C406講義室 )

10月 10日 (土)｀ 。午前 (10:00～ 12:00)

広範囲に及ぶ機

本朝月令所載の式祝詞に就て

近世前期の土御門陰陽道

霊場寺院の開創と狩人

霊照女について

日露戦争前の一宗教現象

10月 10日 (土)  午後 (13:00～ 14:00)

1・ 古代 日本人の一つの心性について

2.本居宣長の「死」の問題再考

3.宗教的人格形成の事例研究

4。 「更級日記」にみられる宗教意識

10月 H日 (日 ) 午前 (9:30～ 12:lo)

1∫ 日系キリスト教徒の宗教意識 と民族意識
2.加州における日系人コミュニティと日本宗教

3.ア メリカ社会における禅仏教の浸透

4.加州日系人の宗教

10月 11日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

● トーマス●ギャノン特別講演  (13:00～ 14:00)〔英語

大 垣 豊

金 子 善

木 場 明

日野西 真

小 林 園

長 江 弘

大 西   昇 (東京工芸大 )

安蘇谷 正 彦 (国 学 院 大 )

松 本 皓 一 (駒  大 )

高 木 きよ子 鮨茶の水女大)

隆

光 (国 学 院 大 )

志 (大 谷 大 )

定 (高 野 山 大 )

照 (花 園 大 )

晃 (日   大 )

允 (民   博 )

孝 (東   大 )

紀 (大 正 大 )

稔 (国 学 院 大 )

中 牧 弘

井 上 順

星 野 英

薗 田

・通訳なし〕
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会 場 案 内

理事会・学会賞選考委

公 開 講 演 会 :

編 集 委 員 会 :

開会式・総会・評議員

評議員選考委員会

懇   親   会

研 究 発 表 会 場

第 1部 会

第 2部 会

第 3部 会

第 4'部 会

第 5部 会

第 6部 会

第 7部 会

第 8部 会

学 会 ・ 大 会 本 部

受   付 :

クローク・会員控室

員会 :  大学会館第二会議室

大学会館ホール

大学会館レストラン・ プラザ小食堂

会 :  I D 204講 義室

I C 303会議室

第一学群 食堂

IC-310講義室

IC-305講義室

IC-306講義室

IB-202講義室       :

IB-203講義室

IB-209講義室

IB-208講義室

IC-406講義室

IC-302会議室

第一学群 C棟 2階 ロビイ

IC-210講義室
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